
本市における
新型コロナウイルス感染症対策について

新型コロナウイルス感染症対策保健所本部

議事（１）



データでみる

船橋市の現状

１．陽性者数等の推移
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１．陽性者数等の推移

PCR検査数（日別）・新規陽性者数（日別）・新規陽性率（直近7日間平均）

2※令和２年３月１１日～令和３年１月３日（日付は結果判明日）



１．陽性者数等の推移

現在（12月実績） 参考

検査数
８，２６８人

（累計24,337人）

○最大（12月）
８，２６８人

○１日平均（12月）

約２６７人

新規陽性者数
７６２人

（累計1,741人）

○最大（12月）
７６２人

○１日平均（12月）

約２５人

新規陽性率
（直近７日間平均）

９．９％
○最大（４月6日時点）

２５．２％

PCR検査数（日別）・新規陽性者数（日別）・新規陽性率（直近7日間平均）

※上記は市保健所及び市内医療機関の検査実績及び陽性者数等 3

令和3年1月以降も拡大。1月1日～11日までに500人以上の新規患者を確認（市居住患者）



１．陽性者数等の推移

年代別・男女別陽性者数

4

※令和３年１月３日時点。
※上記は船橋市居住患者。年代や性別の公表に同意が得られない例は集計対象から除く。



１．陽性者数等の推移

年代別の陽性者割合（月別）

5※上記は船橋市居住患者
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１．陽性者数等の推移

療養者数・回復者数推移

6※令和３年１月３日時点。
※上記は船橋市居住患者。



１．陽性者数等の推移

療養場所 現在（１２月末時点） 参考

入院 ９８人

○最大（12月31日）
９８人

○1日平均(12月)

約６３人

ホテル ５５人

○最大（12月12日）
７７人

○1日平均(12月)

約５４人

自宅 ９５人

○最大（12月19日）
１３１人

○1日平均（12月）

約７４人

療養者数・回復者数推移

7

※12月末までの回復者計918人、死亡計15人



１．陽性者数等の推移

相談件数の推移
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※令和3年1月3日までの1週間毎の件数。



１．陽性者数等の推移

現在（１2月） 参考

１か月 ５，３９９件

○最大（４月）
９，０００件以上

○1か月平均（3月～12月）

約５，０００件

１日あたり 約１７４件

○最大（４月）
３００件以上

○1日平均（3月～12月）

約１６７件

相談件数

9

年末年始・令和3年1月以降も相談件数が急増。
１日あたり：年末年始約220件、1月4日以降300件以上。



船橋市保健所の

主な取り組み等

２.本市の主な取り組み等
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１６日

国内で初めて感染症患者を確認

２４・２５日
市ホームページで情報発信を開始

市民からの問い合わせ対応開始

２９日
船橋市医師会に「新型コロナウイルス肺炎に係る対応について」
を依頼

-１月-

保健総務課による対応

２.市保健所の主な取り組み等
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３日 「対策本部会議」※の設置

５日 「相談センター」※の設置
（段階的に人員・回線数・開設時間を拡充）

２６日「対策保健所本部」※の設置

２７日・２８日

・公共施設を臨時休館とする決定

・市立学校を臨時休業とする決定

-２月-

保健所全体による対応に移行（専従体制構築、保健所大会議室）

上記※部分の正式名称は、先
頭に「船橋市新型コロナウイル
ス感染症」と入る。

２.市保健所の主な取り組み等
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相談センター

2月5日：「新型コロナウイルス感染症専用相談窓口」を設置

7日：改称「船橋市新型コロナウイルス感染症相談センター」に

21日：回線数を3回線 → 5回線

※4月には最多10回線に

28日：開設時間を9時～17時

→ 8時～20時に

現在：7回線。9時～19時

（土日祝休17時まで）

２.市保健所の主な取り組み等
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対策保健所本部（「新型コロナウイルス感染症対策保健所本部」）

2月26日：本部を設置（専従職員16人体制。保健所大会議室）

3月11日：他部局からの応援体制拡充。16人→70人以上

4月・5月：相談体制拡充やホテル療養対応で最大230人以上

～以降感染状況により、柔軟に人員体制を確保

9月1日：体制を見直し、市の新たな組織として位置づけ。専任職員約180人

２.市保健所の主な取り組み等
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対策保健所本部（主な業務）

２.市保健所の主な取り組み等
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相談

 健康不安・検査
希望等の相談・
問い合わせ対応

病院調
整・搬送

 検体採取医療機
関の調整

 検体・患者の運
搬搬送

疫学
調査

 陽性患者の行動
調査

 健康管理

療養場
所調整

 医療機関・ホテ
ル療養の調整

ホテル
運営

 ホテル確保
 療養者支援

広報

 陽性者情報の発信
 予防策の啓発
 データ分析

検査

 ドライブスルー方
式の運営

 検体の検査

クラスタ
―対応

 各施設へのクラ
スター予防

 発生時の対応



１日 市内１例目の患者を確認

３日 医療機関へのマスク配付を開始

１１日
・市備蓄マスクの医療機関、高齢者施設等への最優先配布を決定
（医療を守ることを最優先）
・市保健所でPCR検査を開始

１２日 高齢者・障害者関係施設、保育所にマスクを配付

２７日 北総育成園（東庄町）での感染者が判明

２８日 県知事からの土日の外出自粛要請

-３月-

２.市保健所の主な取り組み等
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市備蓄マスク・ガウン等の配布

市対策本部会議において、市備蓄マスクの

医療機関、高齢者施設等への最優先配布を決定（医療を守ることを最優先）

【配付実績】

●マスク（サージカル・N９５等）

３月末までに市内医療機関に計25万枚以上。 累計約50万枚

●ガウン（アイソレーション・サージカル・ポンチョ等）

3月末までに市内医療機関に計2,700着以上。 累計2万7千着以上

●その他

手指消毒薬、フェイスシールドなど

２.市保健所の主な取り組み等
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PCR検査体制

市医師会協力の下、市内7病院で検体採取体制を確保
（帰国者・接触者外来の設置）

市での検査体制の確保を目指し、早期に国へ要望。「検査用試薬（プライマー・プローブと
ポジティブコントロール）」の提供を受け準備を進める。

3月11日：市保健所でPCR検査開始（従来は千葉県衛生研究所にて検査）
※当初10人程度 → 1日最大248人（10月）

4月21日：PCR検査外来（ドライブスルー方式）開始

6月10日：市内医療機関で保険診療として検体採取が可能に ※1月5日現在、84医療機関が契約

８月１日：分娩前PCR検査開始

11月27日：民間検査機関での検査体制確保（最大800人程度）

12月1日：高齢者施設等の新規入所者へのPCR検査開始

２.市保健所の主な取り組み等
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帰国者・接触者外来、病床確保に向けた取り組み

市と市医師会は、新型インフルエンザ対応の経験を生かし、これまでも訓練等を通じ
体制整備を図ってきた。そのため、外来診療・病床確保・ホテルへの医療提供体制な
ど、速やかな体制整備を実施。

１．病院実動訓練
新型インフル患者の外来診療の実施訓練を実施（毎年1病院ずつ）

２．空床状況病院連絡訓練
空床情報の共有を図るため、机上訓練を実施

３．帰国者・接触者外来協力医療機関連携会議
迅速な連携を図れるよう連絡体制の整備し、連携会議を実施

４．研修会の実施
新型インフル等対策研修会を実施

５．医療体制整備、集団予防接種等の検討
各会※において、医療体制整備、ワクチン住民接種体制等、新型インフル発生に備えた備蓄等に
ついて検討 ※船橋市医師会新興再興感染症等対策委員会（年3～4回）、船橋市地域医療専門部会

２.市保健所の主な取り組み等
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北総育成園（東庄町）に関する対応

3月27・28日：職員・利用者計57人が陽性。クラスター（感染者集団）
※最終的には計100人

3月31日：現地に対策本部を設置（国・県・船橋市）

船橋市は、継続的な支援を実施

■人的支援：保健師・看護師・事務を派遣

■物的支援：ガウン・ゴーグル・マスク・
手袋・消毒液、携帯電話等を
約２０回にわたり搬入

5月13日：全員の陰性化を確認

6月 4日：クラスターの終息を公表

7月15日：事例報告会の実施（事業所への啓発）

２.市保健所の主な取り組み等
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２１日 市医師会協力の下、
PCR検査外来（ドライブスルー方式）開始

２３日 市内100例目の患者を確認

３０日 船橋第一ホテルにて軽症・無症状者受け入れ開始
（市医師会との契約により推薦を受けた板倉病院が医療提供）

６月４日 24日ぶりに患者を確認

-4月～6月-

２.市保健所の主な取り組み等
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船橋第一ホテルの開所

4月30日：船橋第一ホテルを借り上げ軽症者・無症状者の受け入れ開始。
リスクが高い人や重症者への医療提供体制を守るため。

○ホテルの医療体制

市医師会の推薦を受けた板倉病院が医療を提供

する体制（24時間体制）

延受診件数 1,002件※（入所時、体調不良時、退所時）

〇入所・退所実績

延入所数 822人※ うち38人は病院からの受入

最大入所数 77人（12/12）

延退所数 767人※

２.市保健所の主な取り組み等
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※数字は12月末時点の実績



７月５日・１０日
感染者の発生した市立小学校を臨時休校
全保護者向けに感染防止に関する文書を通知
（家庭内感染の防止を啓発）

７月７日
市内1例目の死亡を確認

７月１７日
「接待を伴う飲食店」・「カラオケ」店舗等への
感染対策の注意喚起

-７月-

２.市保健所の主な取り組み等
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飲食店等への注意喚起

7月17日：「接待を伴う飲食店」・「カラオケ」店舗等へ注意喚起の文書と
チェックリストを送付。400店舗以上

随 時：飲食店への立ち入り検査の際には、感染対策を個別に助言

２.市保健所の主な取り組み等
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８月３日 市立リハビリテーション病院でクラスター
（感染者集団）を確認

８月１０日 市内保育園でクラスター（感染者集団）を確認

９月１３日 市内500例目の患者を確認

１０月５日

陽性者発生時シミュレーション訓練を実施開始（市内事業所）

１０月２３日 市内事業所でクラスター（感染者集団）を確認

１０月２９日 シトラスリボンプロジェクトの周知開始

-８月～１０月-

２.市保健所の主な取り組み等
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陽性者発生時シミュレーション訓練

対象：市内高齢者・障害者福祉サービス施設２７施設

概要：職員や利用者が感染した場合を想定し、施設と市保健所とで
連携して対応。

施設

・健康観察表、接触状況
等を取りまとめ
・報告書類の作成
・感染対策の実施

発生

市保健所

・現状の感染対策の確認
・濃厚接触者の特定
・感染対策の助言

連携

２.市保健所の主な取り組み等
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１１月５日・６日

市内事業所でクラスター（感染者集団）を確認

１１月５日

クラスター防止のため、同種事業所等へ注意喚起

※外国人向けの注意喚起を兼ねる

１１月１１日

市内県立高等学校でクラスター（感染者集団）を確認

１２月１日

ワクチン接種班の設置（対策保健所本部）

-１１月～１２月-

２.市保健所の主な取り組み等
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ワクチン接種の準備体制

12月1日：ワクチンの速やかな接種を可能とするため、

保健所本部内に「ワクチン接種班」を設置。

必要な業務及びこれに係る予算などについて、検討を行っている。

・接種実施体制の検討
※2009年の「新型インフルエンザ発生時」の経験を踏まえ

・相談受付体制の確保

・市民向け通知、システム整備 等

２.市保健所の主な取り組み等
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感染拡大の防止に

向けて

３.おわりに
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感染拡大による保健所・病院の業務負担

３.おわりに

30

陽性者

搬送

疫学調査

健康管理

療養者支援

報道発表

クラスタ―
対応

保健所・病院

陽性者1人に必要な対応 感染拡大による負担増大・逼迫

陽性者
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高齢者や基礎疾患を持つ方への感染防止・医療提供体制の確保

※厚生労働省「新型コロナウイルス感染症の”いま”についての１０の知識」を基に加工

市は、医療提供でき
るよう体制を整備

３.おわりに



インフルエンザとは異なる感染経路
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※上記は船橋市居住患者。年代や性別の公表に同意が得られない例は集計対象から除く。

３.おわりに



インフルエンザとは異なる感染経路

33

※上記は船橋市居住患者。年代や性別の公表に同意が得られない例は集計対象から除く。

３.おわりに

・子どもの感染は他の年代と比較し少ない

・子どもへの感染経路はほとんどが家庭内である

・大人が感染 → 家庭に持ち帰る → 広める

（インフルエンザとは傾向が逆。インフルエンザは、子ども
から大人に移すケースが多い）

・感染拡大を防止するためには、特に「大人が感染リスクが高

い行動をとらないこと」が重要
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３.おわりに


